に 貨物車に 乗せられて きたが、 嫌いな ス ティムの 通つ 

ていない だけで も、 少し 寒く はあった が、 この 方が よつ 

ぼ ど 気持が 好い と 思った。 

すっかり 雪に 埋もれた 軽 井沢に 着いた 時分に は、 も 

う 日 も とつぷ りと 暮れて、 山 寄りの 町の 方に は 灯 かげ 

さび 

も 乏しく、 いかにも 寥 しい。 そんなな かに、 ずっと 東 

側の 山ぶ ところに、 一 軒 だけ、 あかりの きらきらして 

いる 建物が 見える。 あいつ だな、 と 思わず 私 は 独り 合 

点 をして、 それ をな つかし そうに 眺め やった。 

ハウス. ゾンネ ンシャ インと 云う、 いかめしい 名の 

ドイツ かま さわ 

独逸 人の 経営して いる パンシ ヨンが、 近頃 釜の 沢の 方 



体が 半分 位 雪の 中に 入りそう になったり、 いきなり 

みちばた き じ 

道 傍から 雉子が 飛び立った りして、 何度も 立往生せ ざ 

る を 得なかった。 やっと 別荘の ちら ほらと ある 釜の 沢 

の 方に 出たら、 道 もよ くな り、 いましがた 通ったら し 

い 自動車の 轍 さえ 生ま 生まし くついて いる。 どこか 

の 別荘に 来た 奴の だな と 思いながら、 その 轍を迪 つて 

いったら、 やがて 山に かかる と、 それが 消え失せ、 そ 

の 代りに 男女の 足跡ら しいの が 入り乱れて ついている 

くぎ 

ので、 更に それ を 追って 行く と、 釘 づけに なった 数軒 

の 別荘の 間から、 私の 前に 突然、 緑と 赤と に 塗られた 

； D ながた 

雛型の ように 美しい 三階 建の シャ レエが 見え 出した。 



南お もて は 一 面の 硝子 張り だが、 それが おりからの 日 

光 を 一 ぱいに 浴びながら 内部の 暖気の ために ぼうっと 

曇リ、 その 中から 青々 とした 棕櫚の 鉢植を さえ 視 かせ 

て いる。 近づ いて 標札 を 見る と、 「Haus 

sonnenschein」 と ある。 ふん、 こいつ だな と 思って、 

私 は その 家の 前 を 何度も 振り返りながら、 素通りして、 

もみ 

裏の 山へ 抜けようと しかけた が、 頭上の 大きな 樅の 木 

からと きおり ど つ と 音を立てて 雪が 崩れ落ちて くるの 

に 目が 開けられない ほどな ので、 又、 引つ 返して きた。 

その 時 ふいに、 クリスマスに 来たい と 言って きた 阿比 

留 信に こんなと ころに 泊まらせて やったら 偷决 がる だ 



ろうと 気まぐれに 思い立 つ て、 そのままず かずかと 裏 

木戸から^ 入って、 台所 を視 いて 見る と、 スト ォヴの 

側で 白い エプロン を かけた 日本人の 若い 娘が 卓の 上に 

水仙の 花 を 惜しげ もな く 一 ぱい 散らかして、 いくつか 

かびん 

の 花瓶に それ を 活けて いたが、 私の 意 を 伝える と、 き 

のう 主人 夫婦 も 横 浜から 来たば かりで、 何でも、 もう 

クリスマスに は大ぜ いな 客が あるよう に 申して おり ま 

した けれども、 …… まあ、 中へ おはいり になって お 待 

ち 下さい、 と 人懐こ そうに 私の 方 を まじまじと見 なが 

ら、 そう 言い置いて、 奥へ 引っ込んで いった。 私 はも 

うそんな こと はどう だ つてい いんだと 云った ような、 



煙草 や 駄菓子 なんか 売って いるのと、 たった 二 軒。 I 

I 正月 こっちへ 来てから、 無精 を 極め 込んで、 一度 も 

髭 を あたらずに いたが、 或る日、 ぶら りと 軽 井沢まで 

汽車に 乗って 理髪店に 行った。 軽 井沢の 町 だって、 い 

ま は 大抵の 店 は 何処かへ 店 ごと そっくり 荷送され でも 

しそうな 具合に、 すっかり 四方から 荷 箱 同様の 板 を 釘 

づけに されて いる。 唯 二三 軒、 うす 汚ない 雑貨店み た 

いのが、 いまでも 店 を 開いて いるが、 そんな 店先に も 

ク レエ ヴンゃ ペル • メルの 罐が店 ざら しにな つてい る 

の は、 さすがに 軽 井沢ら しい。 郵便局の 横町に ある 理 

髪 店に 飛び込んで 髭 を あたって 貰う。 南 を 向いた 店先 



番人 か。 や あ、 こんど は 自動車が 通る。 毛唐の 奴ら が 

すし 

鮑づ めに なって いや あがる。 ふふん、 さて は ハウス- 

ゾンネ ンシャ インの 連中 だな。 鏡の 中に 映らない が、 

自動車が 何 か 引きずって ゆく 音が する、 何 だい？ と 

き そリ 

訊いたら、 橇で すよ、 と 親方 は 無雑 作に 答える。 

それから いそいで 理髪店 を 飛び出す と、 きっと ゴル 

フ 場へ でも 行って 橇で 遊ぶ のだろう と 思って、 そっち 

へ 行って 見ようと、 まだ 雪の 大ぶ 残って いる 町の 裏側 

の 「水車の 道」 へ はいって 聖パゥ 口 • カトリック教会 

の 前まで 行き かけた けれど、 道 は 悪し、 なんだか 面倒 

くさくな つて、 その 筋 向う の 裏口から ホテルに 飛び込 



んで、 お茶 を 飲まして 貰う。 勿論、 客なん か 一 人 もい 

ない。 そこで 軽便の 出る まで、 ホテルの 娘と 無駄口 を 

ききながら、 スト ォブ に嚙 じりつい ていた。 

追分の 宿に 帰ったら、 思いが けず 田 部 重 治さ んが来 

えちご かねつね 

て いられた。 越後の 湯 沢と かへ 兼 常さん やなん かと ス 

キイに 行かれた お帰り だと か。 皆と 高 崎で 別れて、 お 

一 人 だけ わざわざ こちらに 寄られた 由。 —— 茶の間の 

大火 燧の 上で、 鳥 鍋 をつつ きながら、 誠ち やん (宿の 

主人) も 加わって よも やまの 話。 —— 田 部さん は 本当 

に 追分が お好きら しい。 ことに こんな 風に 一杯 聞 こし 

召されよう ものなら、 誰に 向っても、 追分の いいこと 



を 繰返し 繰返し 語られる。 僕なん ぞ はもう いい加減 耳 

に 胼胝が 出来ても よさそう な 害 だが、 一 向 聞き 倦き も 

せずに、 にこに こしながら 会槌を 打って いるの だから、 

これ も 不思議 だ。 

たかが 浅 間 山の 麓で、 いくぶん 徳川 時代の 古 駅の 

俤 を そのまま 止めて いると いうよ リ ほかに 何の 変哲 

もない、 こんな 寥 しい 村が、 一体 何で そんなに いいの 

だろう？ と 他の 人が 聞いて いたら、 思う かも 知れな 

ヽ o 

レ 

この間、 辻 村 伊助の 「スゥ イス 日記」 を 読んで いた 

ら、 リルケが その 晚年を 送りながら 「ドウ イノ 悲歌」 



が、 見て いるの は 大抵 例の r スゥ イス 日記」 か、 べデ 

カァ のスゥ イス 案内書 位な ものである。 

この 前の 日記に、 私 は リルケが 晚年 住まって いた 

シ ャトォ • ド • ミュ ゾォの ある 村をラ ロンと 書いて 澄 

ましてい たが、 実は ラロ ンは リルケの 墓の ある 村の 名 

で、 同じ ヴァ レエ 州の 同じ 口 ォヌの 川沿いながら、 ミ ュ 

ゾォの あるの は それより 少し 下流に 位して いる、 シェ 

ル という 小さな 町から 更に 上方へ 入った、 葡萄畑なん 

ぞの 真ん中ら しい。 そして その ミュゾ ォもシ ャトォ と 

はほんの 名ば かり、 むしろ 十三 世紀 頃に 出来た 小さな 

塔の ような ものである らしい。 



の 心 を 打つ ものが あるが、 その 一 節に 曰く、 「 …… 私 は 

冷たい 月光の 中に 出て 行きました。 そして 小さな ミュ 

ゾォを 大きな 獣の ように 愛撫して やりました …… かか 

る もの を 私に 授けて くれた、 その 古い 壁 を。 それから 

また あの 破壊され た ドウ イノ を も ご (ドウ イノ は 大戦 

中に 伊太利 軍の ために 破壊され た。) 

うち 

それから 数日と 立たない 裡に 引続いて 又、 その 支流 

とも 云うべき 小さな 作品が 殆ど 求めず して 出来た。 

「オルフ ォ イスに 捧 ぐる ソネット」 と 呼ばれる 五十 余 

篇の ソネット がそれ である。 

それまで もと かく 健康の すぐれな か つ た リルケ は、 



あら かじ 

或る日、 リルケ はミュ ゾォを 訪れる こと を 予 め 約 

束して あった 一人の 婦人 を 待って いた。 その 婦人 は 約 

束の 時間よりも やや 遅れて やって来 たが、 それ を 待つ 

ている 間、 リルケ は その 客に 与えよう として、 庭に 出 

て 薔薇 を 摘んだ。 (ミュ ゾォの 庭に は、 詩人が 自分の 

手で 百 株ば かりの 薔薇 を 植えて いたので ある。) その 

とげ 

時 その 薔薇の 棘が 彼の 手 を 傷つけ た。 そして その 何で 

もなか つ たような 小さな 傷が 次第に 悪化して 行って、 

遂に 壊 血 症の 原因に なった と 云う ので ある。 「つねに 

女性の 偉大 さと 薔薇の 美し さと を 説いて いた 詩人 はか 



ノオト 



き じ しばしば やかた 

「雉子 日記」 のなかで、 私 は屢々 ミュ ゾォの 館の こと 

を 持ち出し たが、 それにつ いて 富士川 英 郎君から 非常 

に 興味の あるお 手紙 を 頂戴した。 「ミュ ゾォの 館」 と 

いうの は、 御 承知の ように リルケが その 晚年を 過した 

スゥ イス 

瑞 西の ヴァ レエ 州に ある 古い cl&teau のこと である。 

その 見 もしない chateau のこと なん ぞを私 はいろ い 

ろと 知ったか振り をして 書いて 見た ので あるが、 富士 



川 君の 注意に よって、 二三 此処に 訂正して 置きたい と 

思う ので ある。 

先ず、 その chateau duMuzot の 読み方で ある。 私 

は それ を 普通に シ ャトォ • ド • ミュ ゾォと 発音して い 

た。 ところが 富士川 君の 注意に よると、 リルケ 自らが 

一九二 一 年 七月 一 一十 五日に マイリ • フォン • トゥルン - 

ゥント • タク ジス • ホォェ ンロォ 工夫 人に 宛てた 手紙 

のなかに それ を Muzotte と 発音して くれと 書いて あ 

るの だそう である。 恐らく それが その 地方 特有の 呼び 

方な のであろう。 勿論、 Muzotte は 富士川 君 も 言われ 

るよう に、 仏蘭西 式に ミュゾ ットと 発音す るの だろう _ 



され、 現存して いる 天井 や 家具の 多く は 十七 世紀 頃の 

ものら しい。 それから リルケが その 館の さまざまな 歴 

史を 書いて いるう ちに、 こんな 話が あるそう である。 

十六 世紀の 初め 頃に、 その 館に Isabelle de 

Chevron という 娘が 住まって いた。 その 娘 は Jean 

de Montheys という 男と 結婚した。 が、 それから 一 

年 立つ か 立たぬ うちに、 マリ 二 ヤンの 戦いが 起り、 そ 

の 夫 は それに はかなく 戦死して しまった。 若い 寡婦に 

なった イザベ ルは 再び ミュゾ ットの 館に 引き取られた。 

やがて そのうちに 彼女の 前に 二人の 求婚者が 現われた。 

そして その 二人 は 決闘して、 お 互いに 刺し 合って 二人 



とも 死んで しまった。 その 夫の 戦死に は 耐える ことの 

出来た イザベル も、 それに は 耐え 得ず して 遂に 発狂し 

てし まった のであった。 そして 夜毎に ミ イェジ ュ にあ 

る 二人の 求婚者の 墓まで、 薄い 衣 を まとった まま 彼女 

はさまよ つて 行く のだった。 そして 或る 冬の 夜、 彼女 

は その 墓場に 息 絶えて いた …… 

リルケ は 死ぬ とき 遺言して、 その イザベ ル -ド- シュ 

ヴ ロンの 眠り を 妨げて はいけ ないから、 ミュゾ ットの 

近くの その 墓地に は 自分 を 葬らない ようにして 貰いた 

いと 言った といわれる。 …… リルケの 墓の ある ラロ ン 

が、 もう 殆ど シン ブロンに も 近い 位、 ずっと 口 ォヌの 



底本： 「堀 辰 雄 集 新潮 日本文学 s」 新潮 社 

1969 (昭和^) 年：： 月に 日 発行 

1992 (平成 4) 年 5 月^日 S 刷 

入力 ： 横 尾、 近 藤 

校正 " 松 永正敏 

2 003 年に 月 じ 日 作成 

2 010 年 9 月；^ 日 修ノ王 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



